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４４日間という長い夏休みが終わり、いよいよ２学期が本格的に始まりました。皆が大き

な事故に巻き込まれることなく、９月を無事にスタートすることができたことは、とてもう

れしく思っています。 

この夏休みは、教育相談（三者面談）、ＹＳＳ(ヤワラ・サマースクール)、部活動、１年

生およびＦ組水泳教室、臨海学校など多くの行事や活動を行いました。ＹＳＳ(ヤワラ・サ

マースクール)では、１日平均約１０５名の生徒が参加し、１学期の復習や夏休みの宿題に

取り組んでいました。本校の補習教室は、教員の他に地域のボランティアの方々にご協力い

ただき実施しています。一人一人の生徒の質問や相談に丁寧にご助言をいただける環境が整

っており、確実に力を伸ばしていける体制となっていることは大変ありがたいことです。 

１年生の下田臨海学校は、全員が完泳をするという達成感溢れるものになりました。海で

泳ぐのは初めてという生徒もおり、初日は怖がって途中でリタイアする生徒も何人かいまし

たが、先生方や安全監視員の指導のもと、バディ

を組んだ仲間と励ましあい、３日目の遠泳は全員

が完泳しました。ゴールに到着した全員が、やり

切ったという自信に満ち溢れ、笑顔で輝いていま

した。 

練馬区の臨海学校は、昭和の時代から続いてい

る歴史ある行事です。今から約５３年前の昭和４

１年に下田の海で始まりました。当時は練馬区の

施設として下田健康学園があり、そこを宿舎とし

て、２１校が参加をしてスタートしました。昭和６０年に千葉県の岩井に少年自然の家ベル

デ岩井が開設されるまでの約２０年間は、下田で臨海学校が行われていました。それだけに、

今回行った下田の臨海学校の歴史は古いといえます。その下田の海で、参加した１年生は忘

れられない思い出を作ったことでしょう。 

この他にも部活動で汗を流し、一生懸命に活動した生徒がたくさんいます。この夏休みの

間、どの学年の生徒もそれぞれの行事や活動に積極的に参加し努力していました。個人的に

努力を積み重ねた生徒も多くいることでしょう。夏休みに学んだことは何だったか、振り返

って整理をすると、さらに身に付いていくと思います。自分の夏休みに題名を付けるとする

と何になるのかご家庭で考えてみるのも面白いかもしれません。 

９月９日（月）からの一週間は、学校公開週間としております。夏休みにたくましく成長

した生徒の姿をご覧になれると思います。１１日（水）には、情報モラル講習会を開催いた

します。７月のセーフティ教室で取り上げたＳＮＳの安全な利用についてさらに詳しく取り

上げます。第２部では、保護者の皆様と協議をする場を設けます。保護者の皆様には、ぜひ

ご参加いただけるようお願いいたします。 

谷原中だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 おもな予定 

1 日  

2 月 
｢始業式｣｢あいさつ運動(3年)｣ 

｢安全指導｣｢重点清掃｣ 

3 火  

4 水 ｢専門委員会｣ 

5 木 ｢中央委員会｣ 

6 金         ◇特別支援学級部会 

7 土  

８ 日  

９ 月 
｢生徒朝礼｣｢あいさつ運動(1年)｣ 

｢学校公開週間(始)｣ 

10 火 生活委員会あいさつ運動(1年生) 

11 水 
生活委員会あいさつ運動(2年生) 

｢2年情報ﾓﾗﾙ講習会｣ 

12 木 生活委員会あいさつ運動(3年生) 

13 金 ｢学校公開週間(終)｣      ○十五夜 

14 土 
｢第二土曜授業日｣｢一斉防災訓練｣ 

｢新入生学校説明会｣ 

15 日  

16 月 『敬老の日』 

17 火 
｢あいさつ運動(2年)｣ 

｢生徒会役員選挙ﾘﾊｰｻﾙ｣ 

18 水 
     ◇校内研修会 

     ◇特別支援学級見学･説明会 

19 木 ｢生徒会役員選挙｣ 

20 金 ｢連合陸上競技大会｣ 

21 土  

22 日  

23 月 『秋分の日』 

24 火 
｢あいさつ運動(3年)｣ 

｢衣替え移行期間(始)｣ 

25 水             ◇職員会議 

26 木 
｢中間考査(国･社･数)｣ 

｢F組校外学習｣ 

27 金 
｢中間考査(理･英･学)｣ 

｢小学生部活動体験(谷原小)｣ 

28 土  

29 日  

30 月 ｢あいさつ運動(1年)｣ 

おめでとうございます 

【吹奏楽部】 

 第59回 東京都吹奏楽コンクール Ｂ組 銀賞 

【バスケットボール部】 

 夏のHOTカップ大会 男子の部 第1位 

            女子の部 第1位 

 第19回 OBONカップ大会  優勝 

 第6回 むらさき杯女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会 準優勝 

 サマーカップ大会  第3位 

【バドミントン部】 

 第37回 全日本ｼ゙ ｭﾆｱﾊ゙ ﾄ゙ ﾐﾝﾄﾝ選手権大会 練馬区予選会 

 男子シングルス 第7位 田代 優也 

“ 実らせる秋へ ” 

     第３学年進路担当 主任教諭 滝澤 健 

 先日、研修会で高等学校を見学する機会がありまし

た。その講演の中で「高校の進路指導」についてお話

がありました。社会や企業が求める人材の育成につい

て具体的に説明があり、とても参考になりました。こ

れからの時代を生き抜くためには「しっかりした自分

の「軸」をもち、社会の変化を柔軟に受け入れられる

能力が必要です」という言葉が印象的でした。「何を

知っているか」だけでなく「知っていることを使って

何ができるか」が大切になってきます。２学期、３年

生は実力を高めるとともに具体的な進路先を絞り込む

時期です。自分の夢や希望を現実のものにするために

も自ら進んで取り組む秋にしてください。 

 

 

 

 

 

“ 試練は人を強くする ” 

       臨海学校担当 主任教諭 平野 早織 

 早いもので臨海学校から１ヶ月が過ぎようとしてい

ます。当日は台風の影響もなく、ベストコンディショ

ンの中で遠泳に臨むことができました。 

 泳力には個人差があります。当然のことながら全員

が同じように泳げるわけではありません。苦手でも一

生懸命頑張る姿に人は感動を覚えたり、応援したくな

ったりするものです。 

 皆さんはこれから先、いろいろな困難や大きな壁に 

            突き当たることがあると思 

            います。しかしそんなとき 

            は、水泳練習で頑張った自 

            分を思い出してください。 

            きっと力が湧いてくると思 

            います。 


